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1　はじめに
　明治期の産業発展にともなう地域的な産業構成・編成を府県単位で検討す
るにあたっては，まずは開始の時点の状況の把握が不可欠であり，ついで到
達時点の状況の把握が不可欠である。
　開始の時点の状況については，すでに，「明治二十一年農事調査」によって
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　1888（明治21）年の状況を検討した。産業把握は，1881（明治14）年の農…商
務省の設置以後は，その統計規程にもとづき把握され，その結果は，「農商務
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統計表」に掲載されるが，当初は少数の品目についてであり，生産額の全体
を把握するにはほど遠く，主要農産物の生産価額が掲載されるのは『第32次
農商務統計表』における19ユ5（大正4）年からである。工業生産額がすべて
の品目について，工場生産額として把握されるのは，1909（明治42）年の
「工場統計表」からである。「工場統計表」は当初は5年ごとで，1909年のつ
ぎは1914（大正3）年，1919（大正8）年で，それ以降は毎年となる。した
がって，農業生産額，工業生産額が把握できる最初の年は1919（大正8）年
ということになる。ここではこの1919年について検討し，1888（明治21）年
以降の発展の状況を把握するものである。
2　府県別構成
　（1）産業の府県的展開
　1919年の農産額，水産額，工産額をつぎのように産出した。農産額は，
米，麦，食用・特用農産物・果実・緑肥用作物，繭，家畜産出・牛乳・卵を
合計したものである。水産額は漁獲物と水産養殖を合計したものである。工
産物は工場生産額である。農産額は49億9476万7175円，水産額2億5852万
4239円，工産額68億3203万2254円，合計120億8532万3668円である。構成比を
算出すると，農産額41，4％，水産額2，1％，工産額56．5％という構成である。
付表1は，府県別を示すものである。この付表を基本表として，これを加工
しつつ，この時点の農水工産の府県的展開状況を検討しよう。
　まず，最大は大阪で12億！292万9045円，ついで兵庫の9億9320万1768円，
東京の8億6006万1690円，愛知の6億8983万1702円，長野の4億7295万9024
円，神奈川の4億0131万1755円，福岡の3億7389万6418円，北海道の3億
2711万9176円，静岡の3億1835万63！2円，岡山の2億9682万1568円である。
ついで，11位以下として，京都，広島，三重，新潟，愛媛，埼玉，群馬，熊
本，福島，茨城である。これ以降に27県がある。
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　このような各府県の物産は，農産，水産，工産からなっており，このよう
な構成部門の産額のあり様の結果がそれぞれの府県の物産額となる。
　1888（明治21）年には長野の大きさが目立ち，埼玉，千葉，茨城，そして
京都についで神奈川，栃木があるというように関東諸県，それに接する福島
などの大きさが目につき，他方，兵庫は大きいが大阪はまだ相対的に小さ
かったが，この1919（大正8）年には大阪が第1位となり，兵庫，東京，
1888年には欠落していた愛知，そして長野をはさんで神奈川，福岡というよ
うに，長野を除いて，阪神，京浜，中京，北九州という4大工業地帯を構成
する府県が上位を占めるにいたっている。
　この付表1には，人口と人口！人あたり物産収入がある。人口は物産額上
位10府県のうち，6位の神奈川が人口15位，10位の岡山が人口19位，11位の
京都は人口は17位というのがあり，他方，14位の新潟が人口7位，26位の鹿
児島が人口11位というものがあるが，総じていえば物産と人口は相関がある
といってよい。そして，その相関は1888年と比較して，より高くなっている
といえる。人口1人あたりの物産額も，物産額上位6位の神奈川が人口1人
あたり17位，7位の福岡が25位，8位の北海道が40位，9位の静岡が18位，
他方，24位の石川が7位，25位の福井が4位，27位の和歌山が13位，29位の
徳島が9位，22位の佐賀が15位などというものがあるが，総じてはこれまた
相関があるといってよいであろう。
　（2）府県別産業構成
　第1表は，それにもとつく府県占有率，農産・水産・工産構成を示すもの
である。
　まず，府県占有率をみよう。1位の大阪は10．0％，2位の兵庫は8，2％，3
位の東京は7．1％，4位の愛知が5．7％，5位の長野が3．9％，6位の神奈川が
3．3％，7位の福岡が3．1％，8位の北海道2．7％，9位の静岡が2．6％，10位
の岡山が2．5％である。11位以下の京都2．4％，広島2．2％，三重2．2％，新潟
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第1表 各府県の物産占有率ならびに物産部門内別携成 1919（大正8）年
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1）付表1より作成。
2）　（）内は掲載のない愛知・北海道・熊本
縄を除外した合計に対する比率である．
・鹿児島・和歌山・香川・高知・沖
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2．1％，愛媛2．0％，埼玉1．9％，群馬1．9％，熊本1．9％，福島1．8％，茨城
1．8％である。その後に，21位から47位となるが，21位の千葉の1．7％から36
位の奈良1．0％までは1％台，37位の長崎以下は1％未満で，最下位の沖縄
が0．59％，46位の青森0，6％である。最大の大阪と最小の沖縄とは，前者が後
者の16．7倍である。
　物産全体としては以上のようであるが，部門別に占有率をみよう。
　物産総額の41．4％を占める農産は，最大は長野で4．0％，ついで愛知
3．8％，新潟3．7％，茨城3，6％，兵庫3．4％，福岡3．2％，千葉3．1％，熊本
3．1％，岡山3．0％，埼玉2．9％，北海道2．8％が農産額上位10県とその占有率
である。これに11位以下がつづくが，46位の和歌山，47位の東京が！．1％であ
る。最大の長野と最小の東京とは，前者が後者の3．6倍にとどまり，農産にお
いては差は相対的に小さいといえる。
　呼応はこの点，農産と大いに異なる。最大は大阪で16．5％，ついで兵庫は
12．0％，東：京11．7％，愛知7．2％，神奈川4．8％，長野4．0％，京都3．1％，福
岡3．0％，静岡2．8％，岡山2．1％，北海道2・．　O％が上位10府県である。以下，
広島，福井，愛媛が2．0％，それ以下は1！県が1％台，その他はすべて1％未
満で，最小の青森は0．10％にすぎない。工産額は全体の56．5％を占めるが，
この工産額は上位府県への集中が著しく，最：大の大阪と最小の青森との開き
は非常に大きい。
　この工臨の大小が府県間の差を大きくしているのである。
　同じく第1表により，ついで府県ごとに農産・水産・工産の産額構成をみ
ると，工産が全国56．5％を大きく上回るのは，物産額上位順にみて，大阪
92．9％，兵庫82．2％，東京93．3％，愛知71．2％，長野57．8％，神奈川
81，5％，静岡59．6％，京都71．4％でいずれも上位県であり，これ以外では石
川65．5％，福井68．3％，和歌山64．7％である。上位県でも福岡，北海道，岡
山など，工産のウェイトが全国のそれを下回るものがある。
　他方，農産が全：国の41．4％を上回るものは，上位10府県では，長野，福
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岡，北海道，岡山の4県であるが，岡山が50．2％であることを除いて，他は
多少上回る程度である。下位では石川，福井，和歌山が全国をかなり下回る
ほかはいずれも上回っており，鹿児島，秋田，岩手，島根，宮崎，青森，沖
縄は80％を越えている。
　第2表は，この47府県を上位より10府県つつの4階層に区分して階層的状
況を示すものである。なおこの表の下段39府県については，後に1888（明治
21）年と比較するためのものである。
　まず各層は物産額を基準に区分したので，階層1県あたりに階層性がある
のは当然である。この表より1県あたりを算出すると，1府県あたりは最上
位の1は5億9464万8846円，∬は2億4449万8009円，皿は1億8468万2873
円，Nは1億2345万1481円，そしてVは8750万1655円となる。1はVの6，8倍
であるが，これはかなり大きい差であるといえる。
　構成する物産ごとでは農産と工船とでは明確な相違がある。同じく1県あ
たりを算出すると，下定は1は4億5119万9762円，皿は1億0574万7279円，
皿は7979万2640円，Wは3632万8095円，そしてVは1447万9214円である。1
　　　第2表　府県別階層別物産状況
農産　　　　水産　　　　工産　　　　　合計
円　　　　　　円　　　　　　　円　　　　　　　　円
1上位1～10県1，333，629，794　100，861，045　4，511，997，619　　5，946，488，458
四 上位1～3県繹ﾊ4～10県
　304，987，469　　16，003，315　2，745，201，719　　3，066，192，503
P，028，642，325　　84，857，730　1，766，795，900　　2，880，295，955
七 H上位11～20県1，350，070，188　　37，437，llO　l，057，472，790　　2，444，980，088
府 皿上位21～30県997，440，909　　51，461，422　　　797，926，398　　1，846，828，729
県 W上位31～40県u上位41～47県
828，499，891　　42，733，970　　　363，280，949　　1，234，514，810
S85、ユ26／393　　26，030，692　　　ユ0ユ，354，498　　　6ユ2，5ユ1，583
全　　　国 4，994，767，175　258，524，239　6，832，032，254　12，085，323，668
一三 1上位1～10県1，199，606，278　　52，618，274　4，231，528，722　　5，483，753，274
八九 上位1～3県 304，987，469　　16，003，315　2，745，201，719　　3，066，192，503八府入県
?? 上位4～10県g上位11～20県
M上位21～30県
　894，638，809　　36，614，959　1，486，327，003　　2，417F，575，771
P，385，451，551　　35，832，838　　　865，547，218　　2，287，131，607
@860，592，401　　48，237，240　　　641，552，647　　1，550，382，288? W上位31～39県659，302，034　　36，159，146　　　201，953，321　　　　897，414，501?
全　　　国 4，105，252，264　172，847，498　5，940，581，908　10，218，681，670
註　1）付表1より作成．
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はVの実に31．2倍である。他方，農産は，1は1億3336万2979円，皿は1億
3500万7019円，皿は9974万4091円，Nは8284万9989円，そしてVは6930万
3770円となる。489万1743円となる。1より皿の方が大きく，また，1はVの
1．97倍にすぎない。工産において差異が大きいのである。
　物産収入の各階層の占有率をみよう。物産合計で1は49．3％，llは
20．3％，皿は15．3％，Nは10．2％，そしてVは5．2％である。この物産合計に
おける傾向は農産においては1は26．7％，llは27．0％，皿は20．0％，　Wは
16．6％，Vは9．7％と，1はllよりも小さく，階層による占有率の差は大きく
ない。水産においても，それぞれ39．0％，14．5％，19，9％，16，5％，10。1％
となるが，階層による占有率の差は大きいとはいえない。工部であるが，こ
こは，1は66．0％，Eは15．5％，皿は1！．7％，　yは5．3％，　Vは1．5％で，こ
こでの上位への集中は顕著である。
　つぎに物産構成をみよう。全国は農産41．4％，水産は2．1％，中産56．7％で
あるが，1は22．4％，1．7％，75．9％，皿は55．2％，1．5％，43．3％，皿は
54．0％，　2．8rdO　，　43．2fO）6，　N　Vrk67．ISO）6，　3．5rdO　，　29．4fO）6，　V　bX79，2906，，　4．3AO　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1919（大正8）年
全口中の比率 構　成
?
1人あたり
農産 水産 工産 合計 農産 水産 工産 合計 人　口 物 産　額
人
?
26．70 39．0166．04 49．3322．431．7075．88 100．020，880，465284，787
6．11 6．1940．18 25．439．950．5289．53100．O 8，589，074356，988
20．59 32．8225．86 23．8935．712．9561．35100．0 12，291，3912 4，334
27．0314．48 15．4820．2855．221．5343．25100．013，040，042187，498
19．9719．91 L6815．32 54．012．7943．2100．0 9，645，699191，467
16．59 16．535．3210．2467．113．4629．43 100．0 7，269，615169，818
9．7！10．071．48 5．1679．204．2516．55loo．G 4，664，947131，101
100．0 100．010 ．0 100．041．432．1456．67100．055，500，768217，210
29．22 30．44 71．23 53．66 21．880．9677 16100．019，260，572284，714
7．43 9．264 ．2130．019．950．5289．53100．0 8，589，074351，988
21．80 21．18 25．023 6637．011．5161．48100．010，671，498226，545
33．7620．73！4．5722．3860．591．5737．841GO．G12，430，798183，989
20．96 27．91 10．805．！755．513．1141．38 100．0 7，897，936196，302
16．0620．924．00 8．783．474．0322．50100．0 6，142，970146，088
100．0 100．0 100．0 100．0 40．171．6958 3100．045，732，276223，446
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16．6％である。上位ほど工産のウェイトは大きく，下位ほど農産および水産
のウェイトが大きい。
　1府県あたり人口は，1は208万8047人，皿は130万4004人，皿は96万4570
人，1＞は72万6962人，Vは46万6495人である。1はVの4．5倍で，物産額の差
よりノ」＼さい。
　以上の第2表にもとつく検討により，物産額が大きい県は農産においても
工臨においても大きいが，それは工産において顕著であり．これがより重要
な要因となっている。したがってこの工産についての検討がつぎの課題とな
る。
　③工産の内容
　第3表は「工場統計表」における工業生産額の府県別占有率を示すもので
ある。
　先に各府県の物産額の全国ランクを規定するのは工産額にあることをみた
が，その上位府県は工産額においても大きなシェアーを占め，下位にいたる
ほどそれは小さいこともこれまたみたところである。ここではそれを部門的
にみたい。当時の「工場統計表」における工業の分類は，製糸・紡績・織物
などの染織，機械・船舶・車輌・器具・金属製品からなる機械，窯業・和
紙・西洋紙・パルプ・漆器・製革・発火物・鉱物油・植物油・工業薬品・染
料・塗料・肥料などからなる化学，酒類・醤油・砂糖などからなる飲食物，
印刷・製本・紙製品・製材・木製品などからなる雑，電気・瓦斯・金属精錬
からなる特別の6部門である。生産額でみると，染織49．3％，機械15．9％，
化学14．2％，飲食物10．8％，雑6，7％，特別3，1％という構成である。個別部
門では，織物20．1％，紡績12．6％，製糸12．4％である。
　第3表によれば，染織，機械，化学，飲食物，雑，特別という6部門のい
ずれにおいても，総じて，上位府県は大きいウェイトを占め，下位県ほど小
さいということができる。
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第3表　府県別工産内わけ別占有率及び県民1人あたり工産額 1919（大正8）年
合計 染織 機械 化学 飲食物 雑 特別 製糸
染織のうち
@　紡績 織物
1人あたり
H　産　額
? ?
16．48 15．42 21．61 19．307．1519．1121．44『 23．16 18．48
　　円
S35，285
兵
?
11．956．5422．14 15．26 18．437．5817．391．9012．25 5．59354，693
東 ?? 11．745．8419．04 17．58 13．89 23．72 8．360．93 9．77 5．60216，876?
知 7．1810．762．56 3．675．914．Ol 1．479．64 6．6114．62330，101
長 野 4．007．6ユ 0．030．44 0．520．502．9330．070．00 0．06174，878
神奈川 4．78！．9511．315．06 6．34 6．25 7．47 2．043．76 ．52 247，097? ?
3．04 0．382．387．06 5．10 2．84 8．480．422．741．23 94，813
北海道 1．97 0．33 0．92 4．004．535．43 7．760．00 0．91 0．0756，974? ?
2．783．50 0．53 4．021．653．06 0．372．423．99 3．61 22，393? ?
2．113．240．361．091．021．64 2．510．93 6．56 2．69118，229
??
?
3．054．152．00 0．973．801．521．152．10 3．265．05 161，909? ?
2．001．673．471．502．071．652．42 0．60 3．631．10 88，487
三 重 L862．72 0．73 0．87L651．340．232．24 3．10 2．17l18，758
新
?
0．931．000．321．11 1．75 0．510．06 0．89一 1．74 35，657? 媛 1．953．070．102．210．670．300．282．883．59 3．47127，125?
玉 1．291．830．590．32 1．121．900．044．59 『 1．50 66，811群
?
1．853．09 0．280．212．060．410．20 6．32 0．84 2．22120，248?
本 1．000．440．094．361．080．54 0．07ユ．30 一 0．10 55，674福
?
1．06 1．410．110．65 0．27 0．49 6．273．91 0．14 0．8853，120? ?
0．49 0．38 0．67 0．121．370．36 0．181．47 0．00 0．0224，777? ?
0．67 0．14 0．040．314．430．590．32036一 0．09 33，118? ? 1．252．110．04 0．630．500．41 1．183．452．47工．42 80，124
栃 木 1．34 o．972．910．24 1．84 G．55 4．230．600．49！．58 87，490
石
?
1．93 3．42 0．380．410．840．42 『 0．18 0．03 8．06176，072? ? 1．963．67 0．08 0．590．360．210．06 0．44一 8．54 223，415鹿児島 0．33 0．43 0．07 0．100．670．310．02 0．47一 0．71 15，960和歌山 1．62 2．460．131．210．63 2．16 0．07 0．942．74 2．14147，652?
形 0．761．250．07 0．090．820．64 0．052．40 一 L53 53，669徳 ? 1．310．645．46 0．270．091．120．02LO50．54 0．57133，430?
口 1．410．190．301．56 0．72 0．531．710．18 ｝ 0．33 34，663大
?
0．550．910．04 0．200．260．540．011．15 1．710．42 43，602
佐
?
0．851．110．410．661．18 0．150．44 0．26 3．740．14 284，309? ?
0．58 0．740．130．99 0．15 0．53 0．140．29 0．46 1．0254，798
滋
?
0．47 0．72 0．02 0．460．340．17 0．D80．93 0．18 0．9849，749?
域 0．45 0．540．030．141．03 0．510．361．67 ｝ 0．19 31，956秋 ? 0．33 0．03 0．07 0．070．583．480』6 0．05 一 0．02 25，332?? ? 0．661．！0 0．060．07 0．550．650．050．371．7／ 1．25 80，442
長
?
0．340．330．140．310．660．55 0．110．11 1．00．04 34，544? ?
0．671．32 一 0．040．070．090．004．810．08 0．0478，515香
?
0．40 0．23 0．09 0．641．17 0．54 0．52 0．130．610．06 404，130
?? 手 0．22 0．210．150．070．300．62 0．270．77 ｝ 0．02 18，011? ? 0．42 0．04 0．03 0．980．55 0．40一 1．42 一 0．04 42，517? ? 0．190．190．040．13 0．40 0．16 0．720．74 一 0．00 18，537? ? 0．16 0．25 0．000． 10．040．490．07 0．97『 0．00 17，023? ? 0．260．420．080．07 0．18 0．12 0．241．56 一 0．05 39，558?? 森 0．100．010．00 0．090．310．700．17 一 『 0．02 9，436? 縄 0．12 0．00 0．000． 40．910．180．01 一 一 0．01 14，251
全 国 100．0100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0123，101
f i）付表1及びr大正8年工場統計表』より作成．
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　染織は，上位10府県ではゼロ・コンマ以下は福岡，北海道で，神奈川が
2．0％と小さいほかは，大阪の15．4％をはじめ，上位5府県は数％以上，静
岡，岡山は3％台，11～20位では熊本，茨城がゼロ・コンマ未満であるが，
京都，愛媛，群馬が4～5％台，そのほかも1～3％台である。20位以下に
なると石川，福井が3％台，岐阜，和歌山が2％台であるほかは，1％台が
4県以外はすべてゼロ・コンマ以下である。
　機械は，物産額上位の特定府県の占有が大きい。上位3府県の兵庫と大阪
が20％台，東京が19．0％であるほか，神奈川が11．3％である。このほかは物
産額上位20府県といえども愛知が2．6％，福岡が2．4％，京都が2．0％，広島が
3．4％のほかは，いずれもゼロ・コンマ以下である。21位以下は2．9％の栃
木，5．5％の徳島を除いてすべてゼロ・コンマ以下である。徳島，栃木の大き
さが注目される。
　化学も物産額上位府県への集中が大きい。大阪，兵庫，東京が抜群である
ほか，上位10府県は長野の0．44％，岡山の1．1％をのぞいていずれも3～
7％台であり，11位以下では京都，．広島，愛媛，和歌山，山口，熊本が1～
4％台であるほかは，すべてゼロ・コンマ以下である。
　飲食物も物産上位府県，ことに3府県への集中が大きい。大阪7．2％，兵庫
18．4％，東京13．9％で，ほかに愛知5．9％，神奈川6．3％，北海道4．5％でなど
である。そのほかでは京都が3．8％，広島，群馬が2％台，千葉が4．4％のほ
か，三重，新潟，埼玉，熊本，茨城，栃木，佐賀，宮城，香川が1％台であ
ることを除いて，その他の県は上位の長野，福岡を含めすべてtf　p・コンマ
以下である。
　雑においても物産上位3府県はこれまた大きなウェイトを示す。大阪
19．1％，兵庫7．6％，東京23．7％で，このほかの物産上位府県では愛知，神奈
川，北海道が4～6％台，福岡が2．8％である。物産11位～20位でも京都，広
島，三重，埼玉が1％台にとどまり，さらに物産額下位の和歌山2．2％，徳島
1．1％であるほかは，上位県長野が0．50％であるのをはじめいずれもゼロ・
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コンマ以下である。
　特別は，物産上位3府県は，大阪21．4％，兵庫17．4％，東京8，4％で，この
東京を8．5％め福岡が上回る。このほかでは上位府県中の神奈川，北海道が
7％台，下位の福島が6．3％，栃木の4．2％，長野，岡山，そして広島が2％
台のほかは，愛知，京都，そして下位の岐阜，山口が1％台であるほかはす
べてゼロ・コンマ以下である。
　工業の府県別展開を，工場生産額にもとづき，部門別にみたことをまとめ
ると，つぎのようになる。
　いずれの部門においても少数の府県への集中が著しい。それぞれ部門ごと
の上位10府県への集中の度合をみると，染織64．0％，機械92．9％，化学
82．5％，飲食物71．6％，雑77．9％，特別86．8％となり，工業全体の67，2％を
染織を除き，すべてが上回っている。これを上位3府県としてみると，工業
全体の40．2％であるが，染織33．6％，機械62．8％，化学52．1％，飲食物
39．5％，雑50．4．9％，特別47．3％となり，染織と飲食物が40％未満である
が，他は5割から6割を占めている。このように少数府県に集中している
が，その少数府県とは機械，化学，飲食物，雑は大阪，兵庫，東京であり，
特別も東京が小差で兵庫につぐ4位であって，いずれの部門においても大
阪，兵庫，東京の3府県である。
　このように，少数府県への集中度が著しく，その少数府県とは大阪，兵
庫，東京であるという多くの部門においてであるとき，染織のみが上位府県
への集中がやや小さく，また，上位3府県も大阪，愛知，長野で他部門と大
きく異なる。
　この染織は，全工業生産額の49，3％と，約半分を占める大きさであるの
で，この染織の大きい府県はほかが小さくとも工産額が上位となるという場
合が生ずる。それは長野で，染織が7．6％という大きさであることによって，
他はほとんどなくとも，工産額全体でも6位となっているのである。
　このように大きく左右する染織の内わけをみると，紡績は少数府県への集
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中の度合が大きく，それも大阪，兵庫，東京を上位3府県とする他部門と同
様の傾向をとる。これに対して，製糸は長野が30．0％と抜群の大きさである
のにつついて，愛知が9．6％，群馬が6．3％山梨が4．8％，埼玉が4．6％，福島
が3．9％，岐阜が3．4％，愛媛2．9％，静岡2．4％，山形2。4％，三重2．2％が上
位10県である。兵庫が1．9％であるが，大阪はなしで東京も0．93％だけであ
る。長野の圧倒的大きさと，著しく地方分散的てあることを特徴とする。織
物は，大阪は18．5％で第1位であるが，ついで愛知14．6％，そして福井
8．5％，石川8．1％と北陸の2県がつづき，以下，兵庫5．6％，東京5．6％，京
都5．1％，静岡3．6％，愛媛3．5％，岡山2．7％となっていて，兵庫，東京にも
一定のウェイトがあるが，地方分散的である。
　第4表は，工女の部門別構成を府県別に示すものである。全国の部門別構
成は生産額でみると，染織49．3％，機械15．9％，化学14．2％，飲食物
！0．8％，雑6．7％，特別3．1％で，個別部門で大きいのは，織物20．1％，紡績
12．6％，製糸12．4％である。これを府県別にみる。
　工産額のみの上位府県のうち，大阪，兵庫，東京の上位3府県はあらゆる
部門をもって構成されているが，兵庫，東京が機械，化学，飲食物，そして
東京は雑のウェイトが大きく，染織が小さいが，大阪は機械，化学では兵
庫，東京をやや下回る大きさのウェイトであるとともに，染織が全国平均に
ちかい大きさである。すなわち，3大工業府県はあらゆる部門が集中し，そ
れがそれぞれのウェイトを占める総合的な工業府県である。これに対して，
長野は染織が93．8％を占め，他部門はきわめて小さいという染織のみで工業
が構成される染織工業県で，その染織は製糸のみで93．0％を占める製糸工業
県である。この染織のウェイトが60以上という大きい府県は愛知，静岡，岡
山の物産上位10府県のほか，京都，三重，愛媛，埼玉，群馬，岐阜，石川，
福井，和歌山，山形などなどであり，きわめて多くの府県が染織が工業の圧
倒的ウェイトを占める染織県である。この染織工業県には先の長野のように
製糸のみのもの，紡績のウェイトが大きく，かつ織物も大きい岡山，紡績も
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　　　染織のうち
製糸　紡績　織物
2．O
LO
3．9
93．0
5．3
L7
0．03
10．8
5．5
8．5
3．7
14．9
11．8
18．3
44．0
42．2
17．7
13．0
10．5
11．6
0．oo
9．9
1LI
5．8
18．2
39．3
13．5
23．0
21．0
23．3
24．1
22．6
9．4
9．6
41．O
O，28
2．2
8．1
0．69
26．2
25，7
33．4
11．1
23．5
37．8
35．9
23．5
24ユ
第4表　府県別工園部門別構成
特別錐飲食物化学機械染織合計 ??????????????????????????
?????????????????????????????????。????
???????
ー
?』 ＝?』??＝??????????????????????
????? ?????? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ??? ? ? ??
????????????????
?
??????????????
?????? ??????? ? ? ?? ? ??? ? 』 。 ? 。? ?? ????????? ???? ? ??? ? ? ? ? ? ? ?
?? ????????? ? ???????? ???? ? ??????? ?? ?
20．112．612．43．16．710．8
！00．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
！00．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．O
IOO．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．O
IOO．0
100．0
100．0
100．O
loe．e
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
100．0
46．1
27．0
24．4
73．8
93．8
20．1
21．5
8．2
62．2
75．8
67．1
41．2
72．2
53．2
77．8
69．7
82．2
21．6
65．8
38．4
10．5
83．0
35．6
87．7
92．2
64．0
74．9
79．4
24．1
17．9
82．0
63．6
62．6
74．9
59．6
3．9
81．2
47．8
97．2
28．9
47．6
44．8
47．6
47．8
78．0
3．0
1．5
20．9
29．4
25．8
5．7
0．13
39．6
12．5
7．4
3．1
2．7
10．4
27．6
6．3
5．4
0．86
7．3
2．4
1．5
1．6
21．8
Ll
O．46
34．6
3．1
0．65
3．3
1．3
1．4
66．4
8．9
L1
7．7
3．6
0．54
0．93
3．5
1．5
6．7
3．8
11．0
1．3
3．6
0．06
4．7
0．11
0．60
16．6
18．1
21．2
7．2
L6
！5．0
33．0
28．8
20．5
7．3
4．5
10．8
6．7
17．0
16．1
3．6
1．6
61．5
8．7
3．4
6．7
7．1
2．5
3．0
4．3
4．4
10．6
1．7
3．0
41．7
5．1
11．0
24．1
13．8
4．5
2．8
1．6
12．7
0．7｛
22．8
4．3
33．2
9．2
0．9C
3．9
14．0
4．9
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あるが織物の大きい愛知，製糸と織物が大きく紡績の小さい埼玉，福島，山
形，織物のみの石川，福井，などという多様なタイプがあるが，いずれにし
ても染織県が各地に展開している。
　上位工業県のなかで神奈川，福岡は染織が小さく，神奈川はことに機械，
化学のウェイトが大きく，福岡は化学，特別の大きい県である。神奈川の機
械は船舶，化学は肥料などであり，福岡の化学は窯業，電気化学製品，肥料
など，特別は金属精錬である。この両県は造船業，肥料製造，金属精錬業な
どの重化学工業が展開しているのである。
　（4）農産について
　農産額は物産総額中の41．4％を占め，この時期のわが国の重要物産であ
り，ことに少数の工業府県を除き各地域がこれを主要部門としている。主要
農…産物は，米28億9139万7063円，麦4億3422万5751円，食用農産物5億0343
万7935円，特用農産物1億7853万3389円，繭7億7140万8595円である。
　米麦以外の食用農産物をあげると，甘藷1億8081万3300円，馬鈴薯6197万
5347円，蕎麦2241万4354円，小豆2593万7464円，大豆9634万8418円，粟3997
万4957円などである。特用農産物は，菜種2488万7138円，葉煙4216万6641
円，甘藍4993万3092円などである。
　米が農産の57．7％を占め，大麦・小麦・裸麦を合計した麦が8．7％を占め，
両者で66．4％を占める。繭は麦を上回る15．4％で，米・麦以外の食用
10．0％，特用作物3．6％の合計13．6％を上回る大きさで，米につぐ重要物産
である。果実はまだ1．6％程度であり，畜産物は鶏卵の1．3をふくめ2．3％程
度にとどまる。
　第5表は，この農産の主要である米・麦・繭と人口1人当り農産額を示す
ものである。先にみたように，府県別にみて，農産の各府県の占有率は最大
県（長野4，0％）は最小の県（東京1．1％）の4倍にとどまり，工産のそれが
150倍（最大大阪！6．5％，最小青森O．10％）との格段の違いである。県民1人
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あたりの農産をみると府県間の格差は相対的に小さい。農産は各地にそれ相
応に普く展開しているのである。
　農産の品目別の府県別占有率を検討しよう。この米は最大の新潟が5．2％，
それにつぐ兵庫が4．1％で，他方，最小の沖縄0．09％，東京0，62％，神奈川
0．80％，山梨0．74％，そのほかは1％台で，沖縄などを例外とすれば，その
格差は比較的小さく，均等的である。各県を共通して米が最も基本のもので
あり，これが物産の基軸になっている、といえる。麦もすべての府県で生産さ
れるが，最大の兵庫5．1％，それにつぐ福岡が5．1％であり，他方，最小は秋
田がO．OIO％，沖縄0．08％と小さく，差が大きい。
　このような米，あるいは麦のような各地域の基礎・基軸となるが，そのほ
かでは全農産の15．4％を占める繭が際立って重要である。この繭は全府県で
産出されるが，特定府県への集中は顕著である。最大は長野で13．4％を占
め，ついで愛知7．9％，群馬6．3％，岐阜5．6％，埼玉5．4％を占める。
3　主要府県の概況
　（1）上位府県
　まず，上位10府県についてみよう。
①大阪府
　この年，物産額面1位は大阪で，全国の10．0％を占める大きさである。農
産は8445万0457円で，全国の1．7％であるが，工産額は11億2645万1307円に
達し，全国の16．5％を占める全国抜群の工業県である。
　工産額のうちの最大は2億3721万2688円の綿織物で，ついで6794万8737円
の綿糸紡績で，この両者からなる綿工業が全工業の38．8％占め，中心であ
る。そのほか莫大小，撚糸，毛織物を加わるわが国最大の繊維工業県であ
る。この染織部門のほかに，他方では金属製品，機械，船舶，車輌，器具な
どの機械部門，窯業製品，肥料，油類などの化学部門，そして金属精錬など
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第5表 主要農産物の府県別状況
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註 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）『第36次農商務統計表』及び付表【より作成．
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重化学工業部門も展開している総合的な工業県である。
　ここでの農業は，とりたてて検討することはない。
　大阪は人口256万7847人で東京につぐが，府民1男あたりの物産額は
468．702門となり，全国第1位の大きさである。わが国第1の産業府県であ
る。
②兵庫県
　兵庫は人口約230万人，東京，大阪につぐ大県である。全国第2の物産があ
り，それは全国の8．2％を占ある。うちわけをみると農産は全国の3．4％で第
5位であるが，物産総額はの大きさは全国の12．0％を占める工産の大きさに
よるのである。工面は，機械部門，飲食物部門はわが国第1位，化学，特別
は第2位，雑部門第3位，染織第4位という位置にある。この工産である
が，機械部門が最大で，化学が第2位の繊維につぐ大きさである。個別部門
では船舶が1億3812万5944円で，8億8794万4100円の綿糸紡績を上回り，そ
のほかをもふくめた紡績全体をも上回る。そのほか船舶と同一の，金属板
3621万7465円を中心とする金属製品5911万1448円，機械2564万4957円，：車輌
1573万3539円，などの機械部門，金属精錬2334万5592円などの特別部門が大
きく，重学工業が展開している。化学ではマッチが3092万8960円でわが国画
1位である。また清酒が6196万7395円でわが国第1位で，これにより主要工
業県で飲食物のウェイトが最も大きい県となっている。綿糸紡績とともに綿
織物が4943万4730円あって，有数の綿工業県である。
　大阪，東京と比較して農産のウェイトが一定程度の大きさである兵庫県
は，米渉全国の4．1％で新潟につぐ第2の，麦が5．1％を占める第1の生産県
であり，わが国第1の主穀生産県であるといえよう。繭が少ないことによ
り，農産全体は第5位であるが，有数の農業県であることに相違はない。
　有数の工業と農業とによって，兵庫県は県民1人あたり生産額も43！．489
円で，大阪につぐ大きさで，まさしく産業雄県である。
③東京十
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　東京は人口約370万人の第1の府県である。農産額は全国の1．！％を占める
にすぎず，全国第3位の物産額は，工産額の大きさによるのである。
　東京の物産額の93．3％を占める工産物は，染織と僅差で第4位の特別を除
いてほかはいずれの部門も，大阪，兵庫とともに上位3府県としてのウェイ
トを占める府県であった。ここは多様な工業が展開していて，特定のものが
大きく突出するということはない。
　機械部門は兵庫につぐが，内容は機械7568万6208円，金属製品6212万8456
円，器具2792万6255円，船舶2289万6825円，車輌！811万52！1円などと，兵庫
が船舶が突出していたのと比較して，多様である。化学は，窯業製品2885万
752晒，西洋紙2297万3627円，工業薬214G万2616円，肥料2021万2570円が主
要である。飲食物は菓子及菓子種19！2万5135円，砂糖3033万4280円，酒類
1585万5310円が主要なものである。ここで特徴的なのは雑部門の大きさであ
る。全国の23．7％を占める抜群の大きさであり，東京の工産の13．6％であ
る。多様なものをふくむが，印刷2572万8745円が最大で，都市諸工業が展開
していた。ここも綿糸紡績6794万8737円，毛糸紡績1618万6834円などの紡
績，毛織物4001万2824円，綿織物2073円9646円などの織物も大きいが，染織
のウェイトは4分置1程度である。
　東京は多様な部門の工業が展開しており，その多くがわが国の相当のウェ
イトを占める大きさである。このような総合的な工業地域である。
　1人あたりの物産は232．485円で，全国平均216．176円を少し上回る程度で
ある。
　なお，東京には砲兵工廠・製絨所などの官営工場があり，工業にはこ混ら
が加わる。
④愛知県
　工産額がag　4位の愛知は農産額も第2位という有数の農業県でもある。
　愛知の工産では染織部門が全国第2位の大きさで，これが県工産の73．8％
という大きなウェイトを占める染織工業県である。織物が大阪につぐ全国の
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14．6％，製糸が長野につぐ9．6％を占める全国屈指の織物・製糸県である。
個別では綿織物1億6247万4628円，製糸8153万5283円，綿糸紡績5529万7293
円，機械1086万1325円，窯業製品1758万3176円，酒類1727万5002酷なとが大
きいものである。
　農業は米が全国の3．4％で全国第5位，麦も3．3％で全国第9位という大き
さであるが，繭が長野につぐ7．8％という大きさであり，これが愛知県農業
を押上げている。
　この農工生産額によって県民1人あたりの生産額は330．101円となり，全
国第3位という大きさとなっている。
⑤長野県
　物産額第5位の長野は農産，工産ともに全国の4．05を占める，農産は全国
第1位，工産は全国第5位の農産・工産血である。工産は染織が全国の
10．8％を占めるほかは，特別が2．9％であることを除いていずれもゼロ・コ
ンマ以下である。染織はそのうちの製糸のみが30．0％で全国の抜群の大きさ
を占めるほかは紡績，製糸ともにゼロ・コンマ以下である。県の工業構成を
みると，染織が93．8％，そのうちの製糸が93．0％と，圧倒的に製糸業であ
る。農業は全国中の米が2．4％，麦が2．0％とそれなりの大きさであるが，繭
が13．4％という抜群の大きさである。
　長野はまさしく生糸と繭の蚕糸業県であり，それにより県民1人あたり
302．651円という全国第5位の大きさとなっているのである。
⑥神奈川
　全国第5位の神奈川の物産の大きさを押上げているのは全国の4．8％を占
める出産である。工産では機械部門が全国の11．3％と第4位，化学が5．1％
で第5位，飲食物が6．3％で第4位，雑が6．3％で第4位，特別が7．5％で第6
位という，著しく小さい染織を除くいずれの部門においても有数の産額があ
る。内容は，船舶が7772万2632円，金属製品が3066万6446円，酒類1426万
2273円，砂糖1212万0356円，そして染織のうちの製糸が1725万！069円である
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ことを除いて1000万円以上のものはない。以上のことは，ここでは機械，化
学，特別などの重化学工業に関する多様な工業生産が展開していることを示
すといえよう。
　農業は小さく，特筆することはない。
　物産額県民1人あたりは203．245円で，全国平均を下回る。
⑦福岡県
　福岡は上位府県のなかで農産の割合が43，0％で大きい県である。米が全国
の3．7％で，新潟，兵庫につぐ第3位，麦が5．0％で兵庫につぐ第2位という
有数の主穀生産県である。工業では化学が全国の7，1％，飲食物5，1％，特別
が8．5％で，それぞれ全国第4位，第5位，第3位という大きさである。これ
以外の部門は小さい。個別では，金属製品1412万3953円，板硝子1419円8840
円，硝子製品1551万4430円などの窯業製品4286万9623円，酒類2095万3384
円，金属精錬1543万3573円などが1000万を上回るものである。重化学工業と
農産物を基盤とした加工業の展開がφつた。人口は東京，大阪につぐ第3位
という大きさであるが，人口1人あたり物産額は170．866円で全国を下回り，
大きくない。
⑧北海道
　北海道は物産額は全国の2．7％で第8位であるが，農産は2．8％でそれを上
回るが，工産は2．0％と下回る。水産が19．7％で全国の約2割を占める抜群
の大きさである。北海道の物産構成は農産43．4％，水産15．5％，工産4Lユ％
で，北海道物産はこの農水産という第一次産業が基盤となっている。
　増産では化学が全国の4．0％で第8位，飲食物が4．5％で第7位，雑が
5．4％で第5位，特別が7．5％で第5位と，極めて小さい染織，機械を以外で
は上位を占めている。化学の西洋紙1371円3359円，窯業製品で1077万ユ27ユ
円，飲食物では清酒・ビールなどの酒類が1488万5800円，雑では製材1590万
5808円，特別では1555万2809円などが大きいものである。
　農産は米麦ともに大きくなく，繭はきわめて小さい。それら以外である
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が，馬鈴薯3309万8981円，大豆1109万7902円のほか小豆，碗豆などの豆類，
玉　黍などが大きい。
　北海道の著しい特徴は水産が5084万1505円と抜群の大きさである。鯨2347
万3465円をはじめとする漁類4082万1758円，貝類261万9668円，其他水産動
物359万9984円，海藻類376万0969円，水産養殖2155万7113円からなる，わが
国第一の水産県である。
　物産額県民1人あたりは，138．658円でかなり小さい。
⑨静岡県
　静岡は物産額全国の2．6％を占めるが，農産はそれをやや下回り，工産は
ややそれを上回る。
　掃出は全国の2．8％を占めるが，染織，化学，雑はいずれも全国第7位であ
る。染織の綿織物4479万1994円，綿糸紡績3231万0104円，製糸2041万8938
円，化学の西洋紙2363万4439円，そして雑の製材が主要のものである。
　農産はとりたてて記すことはないが，水産は全国第5位の主要水産県であ
る。
　県民1人あたり物産額は205、340円と全国平均を下回る大きさにとどまる。
⑩岡山県
　物産額第10位の岡山は農…産のウェイトが50．2％で上位10府県で最大であ
る。農産は全国の3．0％，第9位で，工産は2．1％で第10位という位置にあ
る。
　工産は，染織が全国の3．2％で全国第10位，特別は2，5％で第9位である
が，ほかの部門は小さい。個別では綿糸紡績5234万7328円，綿織物3604万
2196円が大きく，ことに綿糸紡績は全国の6．6％を占める全国第5位，綿織
物も全国第6位の大きさで，綿工業県の一つである。そのほかでは，金属精
錬，船舶が全国ではそれぞれ第6位，第4位の大きさである。
　農産では米が全国の3．5％，第4位，麦が4．3％，第8位という有数の主穀
生産県である。
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　これらの物産によって県民1人あたりは243．756円で，全国平均をかなり
上回っている。
　（2）その他府県
　以上，上位10府県について特徴をみてきた。ここでは，この上位10位以外
のものについてみる。京都，広島はそれぞれ11，12位であるが，上位10府県
のうちの愛知と北海道は1888（明治21）年の「農事調査」には欠落してお
り，それを除外すると上位9，10位となる。後に1888年との比較を行なう
が，ここにあげておく。
京都府
　京都は物産額全国の2．4％，農産物は1．6％であるが，工産物は3．1％であ
る。構i成上は農産27．6％，工産物71．4％であり，大阪，兵庫，東京，神奈川
とともに工産物のウェイトが高い工業県の一つである。染織は全国の4．2％
で第6位，飲食物は全国の3．8％で第9位である。製糸！775万0330円，絹綿交
織物1060万9725円などの織物6952万9665円，金属製品1164万2699円，清酒
1476万4726円などの酒類1959万6876円を主要物産とする。
広島県
　広島は，全国物産額の2．2％を占めるが，工産は2．0％，農産は2．4％と，農
産における方がウェイトが大きく，県の構成比は農産51．2％，工産45．1％で
上位県では岡山についで農産のウェイトが大きい。農産の最大はもちろん米
であるが，全国中におけるウェイトは麦が大きい。
　工面は，機械が全国の3．5％で第6位，飲食物が2．1％で第10位，特別が
2．4％で第11位という位置にある。個別では，機械部門の船舶2568万9126円，
清酒などの酒類1009万7809円が大きく，このほか機械，金属製品，金属精錬
などが一定の大きさである。
　県民1人あたり生産額は170．257円であり，全国平均とほぼ同じ大きさで，
大きいとはいえない。
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　以上が第11位，第12位に位置するが，つぎに1888年には上位であって，こ
の年には大きく低下した諸県のうち，その著しい埼玉（1888年第3位）と千
葉（1888年第4位）について記したい。
埼玉県
　埼玉は，全国物産額の1．9％，第！6位である。農産は2．9％であるが，工産
は1．3％にとどまる。構成上では農産62．4％，工産37．5％である。農産では米
麦をベースにもつが，繭が全国の5．4％，全国第4位の有数の養蚕県である。
工面は，染織が全国の1．8％にとどまるが，そのうちの製糸2877万7282円は
全国の4．6％，第5位である。綿織物1322万9212円にが大きく，これをふくむ
織物県となっている。このように養蚕・製糸，織物を主とする工業展開で
あった。
　県民1入あたりの物産額は170．257円で，全国平均をかなり下回る。
千葉県
　千葉は全国物産額の1．7％の大きさで，これは全国第21位である。農産は
3．1％，水産は4．6％を占めるが，工産は0．65％にすぎない。構成上は農産
73．3％，水産5．6％，臨急21．1％である。この工産の小ささが，その地位を低
位としている。
　農産は米麦は一定の大きさであるが，食用農産物の大豆，落花生，甘藷な
どの畑作物が大きく，落花生はわが国第一である。しかし，繭は小さい。水
産は北海道，長崎，山口につぐ第4位であるが，大きく低下している。
　工産のなかでは，飲食物部門が全国の4．4％を占めて，第8位であること
を除き，他部門はきわめて小さい。この飲食物部門では，醤油が1900万7493
円で，全国醤油生産の実に32．4％を占める。そのほかでは酒類である。
　農産と水産の大きさがありながら，工産が小さく，その結果，県民1人あ
たりは156．976円で，全国平均を大きく下回る。
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4　府県別状況の特徴
　（1）1888（明治21）年との比較
　第6表は，1888年とこの1919年に共通する39府県について府県階層別を示
すものである。これによると，1は，40．5％から53．7％へと増大しているほ
かは，皿は26．7％から22．4％，皿は20．7％から15．2％，そして，IVは12．6％
から8．8％へと，いずれの階層も減少しているのである。
　このように，1層は増大しているが，これをさらに最上位3と4位以下と
に区分すると，最上位3は15．5％から30．1％へと増大し，4位から10位層は
25．0％から23．7％へと減少しているのであり，最上位への集中は実に著し
い。
　この上位であることは心象の大きさによるのであるが，工産のウェイトは
上層ほど大きい。これはいずれの階層も増大しているが，増大が大きいのは
最上位である。
　第7表は，この1919年と先のユ888年との府県別物産状況の比較一覧であ
る。第8表はこれにもとづき地方別集計をしたものである。
　　　　　　第6表　府県別住居別物産状況の推移
　　　　　　　　　　　　　　　1888（明治21）・1919（大正8）年
　　1888年阡v薯獅 　　19ユ9年阯L率踏獅
1 上位1～10県 40．5 32．8 53．7 77．2
内1～3県 15．5 41．1 30．1 89．5
4～10県 25．0 33．4 23．7 61．5? 上位11～20県 26．7 27．9 22．4 37．8?
上位21～30県 20．7 24．3 15．24L4
w 上位31～39県 12．6 19．2 8．8 22．5
合　　計 100．0 29．3 100．0 58．ユ
註　1）第2表及び『明治二十一年農事調査』・にみる産業
　　　の府県別状況（本誌前号掲載）付表正より作成．
　　2）北海道・愛知・和歌山・香川・高知・熊本・鹿児
　　　島・沖縄を除く39府県．
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1888（明治21）・1919（大正8）年第7表　府県別物産額占有率の推移など
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註　1）付表1及びrr明治二十一年農事調査』にみる産業の府県別状況」付表1より
　　　作成．
　　2）対本籍人口100割弱人口は．『41回帝国統計年鑑』より作成．
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第8表　地方別物産額占有率
　　　　　　　　　1888（明治21）・1919（大正8）年
物産額 内工産額 人　口
1888　1919 1888　1919 1888　1918
東　北 12．02　7．9915．42　3．3712．45　13．39
関　東 24．03　23．06 28．25　25．47 21．08　23．70
東京・神奈川 6．88　12．33 14．15　19．07．54　10．46
その他 17．15　10．7314．10　6．4713．54　13．24
中　部 21．80　17．7424．91　16．21．34　18．84
近　畿 17．55　25．9120．89　37．3113．13　18．68
大阪・兵庫 7．69　18．11 10．02　32．74 8．39　10．81
その他 9，86　7．80 10．87　4．97 4．74　7．87
中　国 10．93　8．628．64　5．8512．68　10。91
四　国 3．96　4．00 3，44　3．754 66　3．88
九　州 8．68　8．413．19　5．6811．18　1L60
全　国 100．0　100．0 100．0　100．0 100．0　100．0
註　1）第7表より作成．
　　2）北海道・愛知・和歌山・香川・高知・熊本・鹿児
　　島・沖縄は含まない．
　地方別にみると，この間にシェアーが増加しているのは近畿のみで，他は
いずれも減少，ないし同一である。すなわち，近畿は17．6か％から25．9％へ
と増加しているが，ほかは，東北は10．0％から8．0％へ，関東は24．0％から
23．1％へ，中部は21．8％から17．7％，中国地方10．9％から8．6％へと，四国
4．0％から4．0％へと，九州8．7％から8．4％へと，四国が同一であるほかは，
いずれも減少している。
　増大している近畿は，大阪・兵庫が7．6％から18．1％へと著増しているの
に対し，それ以外を一括して9．9％から7．8％へと減少しているのである。減
少した関東であるが，これを東京・神奈川についてみると6．9％から12．3％
へと大きく増加していて，そのほかが17．2％から10．7％へと減少しているこ
とと対象的である。
　すなわち，物産は大阪・兵庫，東京・神奈川への集中をつよめているので
あり，これが大きな特徴となっているといえる。
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　②　府県別状況の特徴
　以上，1919（大正8）年おける物産府県別状況を検：討してきた。
　産業革命を経過して産業資本が確立し，さらに第一次世界大戦期を経て，
日本産業は重工業化を進め，独占化が大きく進展した時期である。物産総額
のうちの農産が46，9％，工産は55．5％と工産が農産を上回っていている。
　この時期の府県別状況の特徴をつぎのように整理できるであろう。
　まず，上位特定府県への集中の度合が大きい。上位3府県への集中は，先
の1888（明治21）年には15．5％であっteものが，この1919年には23．9％，農
事調査の39府県のみでは30．0％となっている。
　物産のうち，農業は特定地域への集中は相対的に小さく，各府県はこの農
業を基盤としている。これに対して工産は上位3府県で40．1％という大きさ
であり，特定の地域への集中度がきわめて大きい。
　上位県は工産のウェイトが圧倒的に大きい。工産額は全物産額の56．5％を
占めるのであり，工業の展開の度合が各府県の物産の大きさに大きくかかわ
る。
　工産物は，染織，機械，化学，飲食物，雑，特別の6部門に分類される
が，そのいずれにおいても少数府県への集中は著しい。
　これらのうち，染織と特別のほかは，いずれも上位3周越は，大阪，兵
庫，東京であり，少数県とはこの3府県である。特別は福岡が3位である
が，僅少差で東京が4位である。
　これらのなかで染織は，上位への集中が相対的に小さく，また，上位3県
が異なっている。各地に染織工業が展開しているが，それは織物業において
最：も顕著である。
　このように，地方染織工業の展開があり，これが各地の地域産業・地域経
済を大きく支えるものとなっているが，これとともに発展した重化学工業に
よって工業県となり，上位物産県となっているところもある。その著例が神
奈川である。主として部門としては機械部門によって物産雄県となった。
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　農産は米・麦が軸で，農産の大きさはまさしくこの米にある。しかし，な
お果実，疏菜，畜産の伸びは小さく，繭が大きく，これがもう一つの軸と
なっている。上位県では長野がこの繭とそれを加工した生糸によって物産雄
県となっているのである。
　工産の展開が小さく，養蚕の発展も小さいところは物産県としては停滞す
る。かつて上位であった千葉，新潟，茨城などが低下しているのはこのこと
による。
　なお，養蚕は一定の大きさがある埼玉が物産県として停滞するのは，工業
の展開が小さいことによるが，農産の全国に占めるウェイトの低下にもよっ
ているのである。この埼玉のみでなく，千葉，茨城などの関東諸県の停滞に
はこの農産，ことに畑作物の停滞によるところが少なくないと思われる。
　産業革命を経過して資本主義が確立し，さらに第一次大戦期における発展
を経た後の，日本資本主義が到達した段階の府県別物産状況は以上のような
特徴をもっていたといえる。
?
（1）拙稿rr明治二十一年農事調査』にみる産業の府県別状況」，r岡山大学経済学会雑誌』
　第27巻第4号　1996年3月．
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付表1 府県別物産額部門別 1919（大正8）年
農　産 水産 工　産 合　計 人　口 1人あた阨ｨ産額
? ? ? ? 人
?
大
?
84，450，4572，027，2811，126，45L3071，212，929，0452， 87，847468，702
兵
?
168，111，4158，658，471816，431，882993，201，768 2，301，79943 48
東 ｛? 52，425，5975，3ユ7，563802，318，530860，061，6903，699，428232，485? ?
190，902，6538，033，048490，896，001689，831，7022，089，762330，101
長 野 198，247，8711，425，788273，285，365472，959，0241，562，722302，651
神奈川 68，477，6665，828，69327，005，3964Q1，31！，7551，323，390203，245
福
?
160，939，0705，482，568207，474，780373，896，4182，188，249170，866
北海道 141，866，34650，841，505134，411，325 327，119，1762，359，1831 8，658? ?
119，356，4009，243，888189，756，024318，356，3121，550，387205，340? ?
148，852，3194，002，240143，967，0092 6，821，5681，217，698243，756
一』ｦ ? 80，407，4432，902，485208，400，182291，710，110，287，147266，633? ? 118，353，0407，729，297136，438，247262，520，5841，541，905170，257
三
?
126，371，4326，460，095126，984，130259，815，6571，069，270242，984
新
?
183，789，2604，238，87263，343，149251，371，2811，776，474141，500
愛
?
1Q7，585，0685，744，403133，064，436246，393，9071，046，720235，396
埼 玉 146，428，256227，08788，159，544234，814，8871，319，533177，953
群 馬 105，843，03486，607126，574，375232，904，0161，052，610221，263?
本 153，164，0074，146，73068，659，611225，970，3481，233，233183，234
福
?
145，808，5612，402，49772，389，737220，600，7951，362，75016L879? ?
182，320，0873，099，03733，459，379218，878，5031， 50，400162，084? ?
153，684，93211，808，75444，251，080209，744，7661，336，155156，976?
阜 122，767，0961，034，40985，765，394209，566，8991，070，407195，782
栃 木 111，153，825331077　　　， 91，555，994203，040，8961，046，479194，023
石
?
63，475，7005，933，562！31，588，909200，998，171747，360268，944? ?
58，130，4693，948，640133，860，2991 5，939，408599，155 327，026
鹿児島 143，883，6966，304，66122，592，78172，781，138，415，582122，057
和歌山 56，10L7024，304，33110，799，978171，206，011750，411 228，150
山 形 116，743，9552，089，61952，001，048170，834，622968，925176，314
徳
?
69，815，0683，557，38289，426，468162，798，91867G，212242，9G7? P 101，684，46612，148，98736，084，447149，917，9001， 41，013144，012
大
?
103，570，1394，902，71737，510，397145，983，253860，282169，692? ?
75，668，2094，177，06058，268，923138，l14，192673，895204，949? ?
85，975，8335，418，75739，688，828131，083，418724，276180，985
滋
?
95，565，114，657，35932，388，966129，611，439651，050199，081?
城 89，963，448，403，15730，734，362125，100，967961，768 130，074? ?
98，505，5771，494，05822，761，936122，761，571898，537136，624
奈
?
69，262，014 50，15245，417，850115，130，016564，607203，912
長
?
72，330，46917，656，40923，279，123113，266，001673β95168，0ア7? ?
61，115，443160，62245，809，533！07，085，598583，453183，538
香
?
76，543，6452，413，67927，421，03106，378，355677，852156，934
岩
?
85，651，9013，185，07415，228，832104，065，807845，540123，076? ?
65，733，4277，336，74828，524，232101，594，407670，8951 1，431? ?
73，795，8034，614，10113，248，27091，658，174714，7128，245? ?
76，314，323，372，80011，083，39689，770，519651，097137，876?
取 60，529，3621，754，81617，986，2780，270，456454，675176，545
?? 森 61，797，142，47！，114 7，138，10373，406，359756，45497，041?
縄 61，304，4352，296，0398，145，3877L745，861571，5721 5，524
?? ?4，994，767，175258，524，2396，832，032，25412，085，323，66855，500，768217，210
? 1）　『第36次農商務統計表』『大正8年工場統計表』より作成．
2）人口は1918（大正7）年末公簿調査（r第41回帝国統計年鑑』）による
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